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あおぞら
成
人
式
と
若
者
の
行
動
力

　
5
月
4
日
（
日
）
は
中
野

市
成
人
式
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
大
き
な
希
望
を
胸
に
大

人
へ
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き

た
19
年
前
の
1
月
17
日
（
火
）

の
朝
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
報
道
さ
れ

る
神
戸
の
テ
レ
ビ
映
像
に
驚き

ょ
う
が
く愕
し
た
の

を
今
で
も
思
い
出
す
。（
当
時
の
成
人

式
は
1
月
15
日
に
開
催
し
て
い
た
）

　
成
人
式
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
20
歳
の

実
行
委
員
長
は
、
凄
ま
じ
い
神
戸
の
様

子
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
最
小
限
の
手
荷

物
を
バ
イ
ク
に
載
せ
出
掛
け
、
避
難
所

で
様
々
な
救
援
活
動
を
し
て
ひ
と
ま
わ

り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
お
母

さ
ん
は｢

家
業
も
あ
る
の
に
あ
の
子

は
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
だ
か
ら

ね｣

と
苦
笑
い
を
し
て
い
た
の
を
今

で
も
思
い
出
す
。
当
時
の
彼
の
行
動
に

は
驚
き
を
覚
え
る
と
と
も
に
年
齢
の
差

を
超
え
今
で
も
彼
を
尊
敬
し
て
い
る
。

　
中
越
地
震
の
時
も｢

女
房
、
子
ど
も
、

仕
事
も
あ
り
、
神
戸
の
よ
う
に
は
で
き

な
か
っ
た
け
ど
…｣

と
語
っ
て
く
れ

た
彼
だ
っ
た
が
自
分
に
で
き
る
事
を
し

た
。
年
齢
を
重
ね
れ
ば
背
負
う
荷
物
は

重
く
な
る
。
し
か
し
、
今
自
分
に
で
き

る
事
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
も
東
北

や
栄
村
等
で
仮
設
住
宅
の
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
毎
日
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
。

（
鼓
童
空
海
）

世
界
と
の
架
け
橋
を
目
指
し
て

　
３
月
16
日
（
日
）
か
ら
29
日
（
土
）
に
か
け
て
、
外

務
省
が
主
導
す
るKakehashi 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
短
期
派

遣
事
業
で
、
中
野
西
高
校
二
年
生
英
語
科
を
中
心
に
23

名
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
シ
ア
ト
ル
、
プ
ロ
ボ
、
ア

ト
ラ
ン
タ
の
三
都
市
を
訪
問
し
、
将
来
の
日
本
と
世
界

の
架
け
橋
に
な
る
べ
く
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
現

地
で
は
三
校
の
高
校
を
訪
問
し
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を

テ
ー
マ
と
し
て
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
し
て
日
本
の
良
さ
を
発
信
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
し
て
、
現
地
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
を
と

も
に
し
た
り
と
、
教
科
書
や
授
業
で
は
得
る
こ
と
の
で

き
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
プ
ロ
ボ
市
で
は
、
市
長

を
は
じ
め
と
し
て
教
育
長
や
地
元
議
員
参
加
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
も
招
待
さ
れ
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
あ

げ
ら
れ
、
一
同
大
感
激
の
日
々
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
英
語
漬
け
の
毎
日
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
大
切
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

同
時
に
派
遣
さ
れ
た
全
国
の
三
百
人
以
上
の
高
校
生
と

も
交
流
し
、
と
も
に
将
来
の
日
本
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

世
界
の
架
け
橋
と
な
っ
て
活
躍
す
る
決
意
を
深
く
心
に

刻
み
込
み
ま
し
た
。 5

中野西高校から世界へ

Timpview 高校にて　ホスト生徒たちと一緒に

・
公
民
館
の
社
会
見
学

・
公
民
館
レ
ポ
ー
ト



公民館レポート公民館レポート
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北
部
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
学
校
で
は
体
験
し
づ
ら
い
学

習
機
会
を
提
供
し
て
知
識
と
興
味

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
子
ど
も

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

市
内
の
小
学
生
21
名
が
2
か
所
の

知
る
を
楽
し
む

公
民
館
の
社
会
見
学

㈱
マ
ウ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
飯
山
工
場
（
飯
山
市
）

信
濃
毎
日
新
聞
長
野
製
作
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
）

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
㈱
マ
ウ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
飯

山
工
場
で
は
、
1
台
80
万
円
の
ゲ

ー
ム
用
高
性
能
パ
ソ
コ
ン
か
ら
低

価
格
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
ま
で

の
、
顧
客
一
人
一
人
が
希
望
す
る

性
能
・
機
能
を
持
つ
パ
ソ
コ
ン
を

生
産
・
販
売
（
Ｂ
Ｔ
Ｏ
パ
ソ
コ

ン
）
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
部

品
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
製
品
番
号
が
振
ら
れ
管
理
さ
れ

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
組
み
立
て
る

前
に
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
組
み
立

て
る
た
め
に
必
要
な
部
品
を
１
つ

の
コ
ン
テ
ナ
に
ま
と
め
、
ラ
イ
ン

で
な
く
一
人
が
1
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
組
み
立
て
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｂ

Ｔ
Ｏ
パ
ソ
コ
ン
の
た
め
ラ
イ
ン
生

産
が
難
し
い
た
め
と
の
こ
と
。
そ

の
後
、
機
能
検
査
で
Ｏ
Ｓ
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
や
各
部
品
の
検
査
、
負

荷
検
査
で
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
メ
モ
リ
に
負

荷
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
か
け
て
問
題
な

く
稼
働
す
る
こ
と
を
確
認
後
、
出

荷
と
な
り
ま
す
。
液
晶
デ
ィ
プ
レ

イ
のiiyam

a

ブ
ラ
ン
ド
も
こ
の
工

場
に
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

し
、
長
野
市
青
木
島
に
あ
る
信
濃

毎
日
新
聞
長
野
製
作
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
ま
し
た
。
ま
ず
、
新
聞
が
作

ら
れ
る
工
程
を
ビ
デ
オ
で
学
習
し

て
か
ら
工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

温
度
、
湿
度
が
管
理
さ
れ
た
倉
庫

に
保
存
さ
れ
た
円
筒
形
の
新
聞
用

紙
の
１
本
の
長
さ
は
18
㎞
余
り
。

40
ペ
ー
ジ
の
新
聞
７
，
０
０
０
部

を
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
速
カ
ラ
ー
輪
転
機
に
取
り
付
け

る
の
は
、
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
の
Ａ
Ｇ

Ｖ
で
す
。
印
刷
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
工
場

内
を
移
動
し
、
高
速
カ
ラ
ー
輪
転

機
に
用
紙
を
取
り
付
け
ま
す
。
再

生
可
能
な
大
豆
油
で
作
ら
れ
た
青
、

赤
、
黄
、
黒
の
4
色
の｢

エ
コ
イ

ン
キ｣

を
重
ね
刷
り
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
新
聞
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ

れ
た
工
場
内
を
、
県
下
各
地
の
新

聞
専
売
所
へ
決
め
ら
れ
た
数
の
新

聞
が
梱こ

ん
ぽ
う包

さ
れ
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
ー
で
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
場
所
ま

で
運
ば
れ
ま
す
。

　
見
学
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

見
慣
れ
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
や
印
刷
機

に
興
味
を
示
し
、
盛
ん
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
の
新
聞
に
は
、
子
ど
も
た

ち
に
新
聞
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
子
ど
も
た
ち
の
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
一
方
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
新
聞
を
読
む
事
が
で
き
る
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
紙

の
新
聞
に
は
1
面
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
地
域
の
身
近
な
ニ
ュ
ー

ス
や
お
悔
や
み
欄
ま
で
知
識
を
頭

の
中
で
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
見
出
し
や
小
見
出
し
に
よ
り
一

瞬
で
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
外
国
で
は
新
聞

は
店
頭
売
り
の
場
合
が
多
く
、
玄

関
ポ
ス
ト
ま
で
配
達
し
て
く
れ
る

日
本
の
サ
ー
ビ
ス
は
外
国
の
人
々

に
驚
か
れ
ま
す
。
消
費
税
Ｕ
Ｐ
に

よ
り
新
聞
代
が
値
上
が
り
と
な
り

購
読
者
の
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
新
聞
や
本
を
読
む
こ
と
は
頭

の
前ぜ

ん

頭と
う
よ
う葉
を
刺
激
し
、
脳
の
活
性

化
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
に

新
聞
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

パソコンの組み立てって面白い！ パソコンの部品の多さにビックリ！

新聞用紙運搬ロボット( ＡＧＶ） 巨大な高速カラー輪転機

新聞印刷に質問が集中

信毎で記念撮影
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中
央
公
民
館
と
書
道
如
水
会
は
、
３
月

31
日
（
月
）、
４
月
１
日
（
火
）
の
両
日
、

書
道
愛
好
家
の
技
術
の
向
上
、
文
化
の
普

及
を
目
的
に
、
第
33
回
中
野
市
民
書
道
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
例
年
ど
お
り
今
年
も
、
市
内
の
小
中
学

生
、
書
道
愛
好
者
や
市
内
の
書
道
グ
ル
ー

プ
に
所
属
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
作
品
が
一

堂
に
展
示
さ
れ
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。
今
年
出
展
さ
れ
た
方
は
、
153
名

（
一
般
の
部
31
名
、
小
中
学
生
の
部
122
名
）。

そ
の
中
か
ら
、
一
般
の
部
で
は
特
選
５
名
、

秀
作
５
名
、
入
選
10
名
。
ま
た
、
小
中
学

生
の
部
で
は
62
名
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ

ま
し
た

　
４
月
２
日
（
水
）
の
表
彰
式
で
は
、
特

選
５
名
と
秀
作
５
名
の
方
々
に
賞
状
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
の
部
で
入
選
さ
れ
た
方
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
中
央
公
民
館
賞
】　
　
白
井
　
和
美

【
書
道
如
水
会
長
賞
】　
今
井
美
恵
子

【
特
選
】　
相
馬
　
文
子
　
　
吉
家
　
民
子

　
　
　
　
阿
部
　
朝
子

【
秀
作
】　
永
池
ヨ
シ
子
　
　
養
田
　
敏
子

　
　
　
　
望
月
け
さ
子
　
　
土
屋
摩
智
子

　
　
　
　
小
野
　
清
美

【
入
選
】　
下
村
登
志
子
　
　
桜
井
き
み
子

　
　
　
　
山
岸
　
武
子
　
　
町
田
　
春
子

　
　
　
　
武
田
　
朝
子
　
　
阿
部
　
直
美

　
　
　
　
佐
藤
　
初
美
　
　
阿
部
　
久
枝

　
　
　
　
郷
道
　
敏
行
　
　
牧
野
　
て
い 中央公民館長賞授与

家族みんなで鑑賞

　中野市中央公民館では、子ども音楽講座
「ミュージカルを楽しもう！」を開催します。
　内容は、子どもたちが専門の先生方の
指導による、ミュージカルを 題材とした
音楽活動に取り組むものです。 
　≪タイトルは、『ザ・ももたろーず』≫

ミュージカルを楽しもう！子ども音楽講座

募集のお知らせ

講　師　ソプラノ歌手・東京学芸大学准教授　　
　　　　　嶋﨑裕美先生　　　　　　　　　　
　　　　※他に作曲・ピアノ・振付・ダンス指導
　　　　　等の専門の先生方
会　場　中野市中央公民館　　講堂　ほか
日　程　夏休み期間中の４日間
　　　　　平成26年８月７日㈭ 13:00～17:00
　　　　　平成26年８月８日㈮ 11:00～17:00     
　　　　　平成26年８月９日㈯ 11:00～17:00                 
　　　　　平成26年８月10日㈰ 11:00～17:00

対象者
　・市内の小学４年生から中学３年生まで。
　　(ただし、これまでにこの講座を受講した者
　　については、この学年を超えて受講できる。)
　・中央公民館まで通えること(親の送り迎えが可能)
　・原則として４日間連続の講座すべてに参加できること
　　（募集人数　20人程度)
申込受付　受付開始　５月12日㈪から
応募締切　６月２日㈪
　　　　　（定員になり次第締め切ります）



　
北
間
長
瀬
分
館
は
、
平
岡
地
区
西
部

に
位
置
す
る
総
戸
数
99
戸
の
分
館
で

す
。
当
分
館
は
、
文
化
部
長
以
下
、
分

館
長
、
主
事
、
会
計
の
三
役
と
協
力
員

２
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
分
館
活
動

は
、
３
月
に
は
、
区
を
代
表
し
傘さ

ん
じ
ゅ寿
を

迎
え
る
方
々
に
記
念
品
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
４
月
は
、
小
・
中
学
生
の
新

入
生
写
真
撮
影
、
５
月
の
区
民
球
技
大

会
は
、
３
種
目
に
分
か
れ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
更
に

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
、
教

養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
７
月
は
、
隔
年

行
事
の
バ
ス
旅
行
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
祭
は
皆
勤
賞
を
頂
い
て
い
る
大
切
な
行

事
で
す
。
９
月
に
人
権
教
育
懇
談
会
、

10
月
の
四
ヶ
郷
分
館
で
の
球
技
大
会

は
、
近
隣
分
館
と
の
大
切
な
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
の
文
化

祭
に
は
、
毎
年
多
く
の
出
品
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
は
、
三

味
線
、
尺
八
、
マ
ジ
ッ
ク
と
、
日
頃

練
習
を
重
ね
円
熟
さ
れ
た
芸
が
出
る

の
で
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
多
く
の
区

民
が
集
い
ま
す
。

　
私
た
ち
分
館
委
員
は
、
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
た
伝
統
あ
る
事
業
を
継
続
し
、
区

民
皆
様
の
交
流
が
深
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
北
間
長
瀬
分
館
長
　
小
田
切
浩
一
）

北間長瀬分館
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こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

　
中
野
扇
状
地
に
は
過
去
に
つ
く
ら
れ
た

乱
流
の
跡
が
、
幾
筋
も
残
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
夜
間
瀬
川
は
扇
状
地
の
右
端
に
固

定
し
て
流
れ
て
い
る
が
、
こ
の
周
辺
は
水

害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ

る
。
水
害
に
よ
る
荒こ

う

蕪ぶ

地ち

は
開
発

が
お
く
れ
、
本も

と

間
長
瀬
村
の
初
見

は
、
元げ

ん

和な

７
年
（
１
６
２
１
）
で
あ
る
。

　
こ
の
本も

と
む
ら村
北
方
の
荒
地
、
間
長
瀬
新
田

村
（
北
間
長
瀬
地
区
）
開
発
を
先
導
し
た

間
山
村
出
身
の
土
屋
源
右
衛
門
に
代
官
所

か
ら
開
発
許
可
が
下
り
た
の
は
、
寛
永
４

年
（
１
６
２
７
）
で
あ
る
。
そ
し
て
「
年

貢
諸し

ょ
や
く役
免
許
状
」
を
貰
っ
て
い
る
。

　
開
発
に
は
海
谷
・
依
田
氏
（
甲
斐
武
田

氏
の
浪
人
筋
か
）
な
ど
が
協
力
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
の
開
発
者
は
、
寛
永
７
年
に
は
15

名
で
田
20
筆
、
２
町
７
反
余
、
畑
39
筆
、

１
町
３
反
の
持も

ち

地じ

と
除じ

ょ

地ち

（
免
税
地
）
の

村
で
あ
っ
た
が
、慶
安
５
年
（
１
６
５
２
）

に
は
16
名
で
、
平
均
１
町
歩
の
持
高
と
な

っ
た
。

　
開
発
か
ら
100
年
余
り
経
た
寛か

ん

保ぽ

２
年

（
１
７
４
２
）
神し

ん
め
い
が
わ

明
川
沿
い
の
村
は
大
水

害
に
あ
い
、
家
数
25
軒
の
う
ち
18
軒
流
失

の
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
た
め
北
原
の
微

高
地
に
集
落
を
移
動
さ
せ
、
神
明
川
か
ら

浦
川
堰
を
開
削
し
て
い
る
。

　
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
９
月
の
台
風

21
号
で
は
、
金
井
で
夜
間
瀬
川
が
破
堤

し
濁
流
が
村
に
押
し
寄
せ
、
家
屋
、
田

畑
に
多
く
の
被
害
を
出
し
、
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
街
村
状
の
集
落
の
家
の
東
・
南
に
は
、

水
害
を
防
ぐ
石
垣
や
防
護
壁
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　（
檀
原
　
長
則
）

北
間
長
瀬
の
新
田
開
発

ふ
る
さ
と
の
歴
史

平成26年度 中央公民館地域学習講座ふるさと歴史探訪

▪定　員　25名　　▪受講料　傷害保険１回60円　▪申込み　４月７日（月）から受付開始
▪その他　当日の日程・予定・集合場所の詳細については、文書でお知らせいたします。移動はマイクロバスです。

集落と新田開発
第１回『小沼村の成立』

日　　時 ５月７日㈬  午前９時30分～ 11時30分
講　　師 檀原　長則　先生
集合場所 中央公民館

第２回『北間長瀬新田の開発』
日　　時 ５月21日㈬  午前９時30分～ 11時30分
講　　師 河野　實　先生
集合場所 中央公民館

第３回『深沢堰の盛衰』
日　　時 ６月11日㈬  午前９時30分～ 11時30分
講　　師 田中　毅　先生
集合場所 中央公民館

第４回『西間の開発』
日　　時 ６月25日㈬  午前９時30分～ 11時30分
講　　師 阿部　敏明　先生
集合場所 中央公民館

バス旅行
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

　なかの 21 市民講座は、「これからをいかに生きるべきか」を市民のみな
さんと共に考える講座です。テーマの設定・講師の選任等について検討いた
だけるスタッフを募集します。お問い合わせは、中央公民館まで。

なかの21市民講座
運営委員募集

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

中
　
　
央
　
　
公
　
　
民
　
　
館

中野市シニア大学
公開講座
「体と生き方と漢方」

５月29日㈭
午後1時30分から３時

中央公民館
講堂

ホンダカーズしなの
代表取締役社長
仁科良三先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要

源氏物語を
　　読み味わう

６月２日・７月７日・８月４日
８月18日・９月１日・９月29日
10月27日・11月17日

（全８回  毎回月曜日）
午前10時～11時30分

中央公民館
講　堂

上田女子短期
大学　教授
西山  秀人 先生

＜定員＞50名
＜内容＞
＜持ち物＞小学館発行　古典コ
レクション「源氏物語４」
＜申込み＞５月８日㈭から

さわってみよう
初級携帯電話講座

〈内容〉基本操作（電話のかけ方・
写真・メール等について学びます

６月３日㈫・４日㈬
午後２時から４時
全２回コース

中央公民館
教　室

ドコモショップ
中野店

＜定員＞16名　＜受講料＞無料
＜持ち物＞携帯電話（ない方は
お貸しします）
＜申込み＞５月７日㈬から

家庭教育学級
楽しんで子育て

〈内容〉子育てについての講演、
おしゃべり会、幼児食作りなど

６月５日㈭～
（全11回  毎回木曜日）
午前10時～11時30分

中央公民館 テーマごとの
講師が担当

＜定員＞30名
＜対象＞育児中、これから育児をされる方
＜受講料＞無料 ＜材料費＞1,000円
＜申込み＞５月７日㈬から。
材料費を添えてお申し込みください。

料理教室
６月25日・７月23日・８月27日
９月24日・10月22日・11月26日

（全６回  第４水曜日）
午前９時30分～午後0時30分

中央公民館 栄養士
米澤 説好 先生

＜定員＞36名  ＜食材費＞3,000円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、布きん
＜申込み＞５月12日㈪から

市民作品展作品募集
個人・グループで制作された作品を募集します。奮ってご応募ください。
展示期間　7月19日㈯～21日㈪
展示部門　絵画・書・写真・陶芸ほか各種作品　１人3点まで
申込み受付　6月16日㈪から7月4日㈮まで　※詳細は中央公民館までお願いします。

公民館ギャラリー　　　書道展（シニア29会書道教室）

北
部
公
民
館

ベビーマッサージ
体験教室

５月28日(水)
午前10時30分
　　　　～11時30分

北部公民館

NPO法人
わらべうた
ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ
研究会認定
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ
越　三智子さん

＜定員＞12名
＜対象＞生後2ｹ月～1歳6ケ月頃
までの赤ちゃんとその保護者
＜受講料＞無料
＜持ち物＞バスタオル1枚、オムツ
＜申込み＞5月12日㈪～

家庭教育学級
「子育ていきいきサロン」
〈内容〉子育てについて学
び、仲間をつくる場です

６月11日・6月25日・７月９日
７月23日・８月６日・９月３日
９月10日・９月24日・10月８日
11月12日
(全10回  水曜日)
午前10時30分～正午

北部公民館

音楽鑑賞、ママ
ヒップホップ、
応急手当講習、
調理実習、絵本
の読み聞かせ等
各回ごとの講師
が担当

＜定員＞20名程度
＜対象＞どなたでも
＜受講料＞無料（調理実習は食
材費の負担あり）
＜その他＞託児あり(第1・2回は
子どもと一緒の講座です

豊
田
公
民
館

高齢者学級
〈健康でいつまでも〉
音楽で脳がイキイキ！
～春の歌、初夏の歌～

5月27日㈫
午後2時～午後3時30分 豊田公民館 山崎みや子 先生

＜受講料＞無料
＜定員＞25名程度
＜内容＞歌ったり、音楽にあわ
せてからだを動かし、脳を活性
化します。

和太鼓教室
からだの芯まで響き渡る
太鼓を打ってみませんか

６月３日、７月１日
８月５日、９月２日
10月７日

（全５回　毎回火曜日）
午後７時30分～午後９時

豊田公民館

創造集団大太「大太坊」
朝倉理絵 先生
豊田もみじ太鼓
と豊田故郷太鼓
のみなさん

＜受講料＞無料
＜バチ代＞2,000円程度
＜対象＞一般（小学生以上）ただ
し、小学校低学年は保護者同伴。
＜定員＞30名程度

古文書からふるさとの
歴史をまなぶ

古文書・歴史探訪

６月５日・７月３日
８月７日・９月４日
10月２日・11月６日

（全６回  毎回木曜日）
午後７時～８時30分

豊田公民館 寺島 正友 先生

＜受講料＞無料
＜定員＞20名程度
＜持ち物＞筆記用具
＜内容＞豊田地域の古文書を中
心に基本から学びます。



今
日
も｢

う
た
ご
え｣

を
出
前
し
て
い
ま
す

　
い
つ
も
笑
顔
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
き
司
会
を

さ
れ
る
神か

み

谷や

有あ
り

子こ

さ
ん
。
市
の
公
民
館
や
帯
の

瀬
ハ
イ
ツ
、
お
寺
で
開
催
さ
れ
る｢

み
ん
な
で

歌
う
会｣

、
ク
リ
ス
マ
ス
と
七
夕
の
病
院
訪
問

な
ど
、
大
人
向
け･

子
ど
も
向
け･

お
年
寄
り

向
け
に
童
謡
唱
歌
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
か
ら
シ

ャ
ン
ソ
ン
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
う
た

ご
え
を
届
け
て
い
ま
す
。
神
谷
さ
ん
は
20
年
近

く｢

う
た
ご
え
喫
茶
な
が
の
と
も
し
び｣

で
司

会･

伴
奏
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
を
も
じ
っ
て
自
ら
を
山さ

ん
そ
ん村

歌か

手し
ゅ

と
笑
顔
で
語
る
神

谷
さ
ん
。
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は｢

元

気
の
も
と
お

届
け
し
ま
す

！｣

ど
こ
か

で
会
っ
た
ら

気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ

さ
い
。

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！
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中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

十三崖のチョウゲンボウ／竹原（小林　進）

ツツジ咲き揃う／東山霊閑寺（月岡尚雄）

プ
ラ
ン
タ
ー
の
彩
／
中
町
（
小
林
幸
成
）

カルミヤ／自宅の庭にて（宮澤　聰）

▲キーボードの伴奏も楽しく

A.K


